
2014年度 LET関西支部春季研究大会 

 2014年5月17日（土） 

                  ノートルダム清心女子大学 ヨゼフホール 

                                （JR 岡山駅から徒歩 10 分、JR 新大阪-岡山：新幹線 47 分） 

 基調講演  

「国際共通語としての英語と学校英語教育の目標について」 

 鳥飼 玖美子 先生（立教大学特任教授 大学院異文化コミュニケーション研究科）  

           

   

 

講演概要 

 文部科学省は 2012 年に「国際共通語としての英語力向上のための 5 つの提言と具体的施策」を発表

したが、これは政府の「グローバル人材育成」政策を受けてこれまでの英語教育政策をさらに推進する

という意味合いが強く、あらためて「国際共通語としての英語」を定義付けて論じているわけではない。 

 その意味では、同年に日本学術会議が提案した「（英米などの）地域語としての英語」と「共通語と

しての英語」の分離は大学英語教育にひとつの示唆を与えるものといえる。 

 本講演では、近年の政府による「グローバル人材育成」推進政策に言及しつつ、国際共通語としての

英語をどのように学校英語教育で扱うかを提言したい。 

 

http://let-kansai.org 

プロフィール 

立教大学特任教授(大学院異文化コミュニケーション

研究科)、人間文化研究機構 国立国語研究所客員教

授、ＮＨＫ「ニュースで英会話」全体監修およびテレ

ビ講師。専門は英語教育学、言語コミュニケーション

論、通訳翻訳学。 

上智大学外国語学部イスパニア語学科卒業、コロンビ

ア大学ティーチャーズ･カレッジ修士課程修了(MA in 

TESOL)、サウサンプトン大学大学院人文学研究科博士

課程修了 (Ph.D.)。主著に『戦後史の中の英語と私』（み

すず書房、2013）、「グローバリゼーションの中の英語

教育—国際共通語としての英語をどう考えるか」『シリ

ーズ大学 第１巻 グローバリゼーション、社会変動と

大学』（岩波書店、2013, p138-167）、『異文化コミュ

ニケーション学への招待』（編者代表、みすず書房、

2011）、『国際共通語としての英語』（講談社現代新書、

2011）。 



 

ワークショップ 
 

１．Dealing with Vocabulary in the Foreign Language Classroom 

講師：Dr. Rob Waring (ノートルダム清心女子大学) 

概要：This workshop will first describe some of the important linguistic challenges facing  

teachers preparing students for their vocabulary studies. This will include a summary of the 

main aspects of vocabulary instruction by reviewing how students are typically taught. We'll 

review how well our courses are presenting vocabulary and look at some core principles which 

can guide us in our decisions. 

プロフィール：Dr. Rob Waring is an acknowledged expert in Extensive Reading and second 

language vocabulary acquisition. He has presented and published widely on these topics. He is 

Professor at Notre Dame Seishin University in Okayama, Japan. Professor Waring is an 

Executive Board member of the Extensive Reading Foundation. 

 

２．早期英語教育研究部会・英語発音教育研究部会合同企画（先着40名まで） 

  「チャンツで広がる小学校外国語活動：導入から音声指導・発展活動まで」 

講師： 多田 玲子 先生 (大阪教育大学) 

有本 純 先生 (関西国際大学) 

    河内山 真理 先生 (関西国際大学) 

概要：小学校、あるいは中学校で使えるチャンツを取り上げて、どのように授業に取り入れるかを紹介

します。チャンツそのものの意味・内容をはじめ、生徒のレベルに合わせた音声面の指導方法や教員自

身が注意すべき点を学んだ後、それをどのように自己表現につなげるのかを参加者が実際に体験します。 

プロフィール： 

多田 玲子：大阪教育大学非常勤講師、専門は児童英語教授法、教材作成、LET関西支部早期英語教育研

究部会事務局 

有本 純：関西国際大学教育学部英語教育学科教授、専門は英語音声学・英語教育、ジーニアス英和大辞

典発音担当編集委員、LET 関西支部で英語発音教育研究部会長 

河内山 真理：関西国際大学教育学部英語教育学科教授、専門は英語教育、LET 関西支部英語発音教育研

究部会事務局・早期英語教育研究部会会員 

 

http://let-kansai.org 


